




























－西周における哲学の像」（『法政哲学』第 2号，2006 年 5 月，法政哲学会）、安孫子
信「西周による「哲学」の導入と日本という地平」（『日本のアイデンティティ―形


































有斐閣、昭和 62 年）[ 以下、‘ 蓮沼 ’ と略す ]、pp.104 － 105 や、『西周と欧米思想と
の出会い』（小泉仰著、三嶺書房、1989 年）[ 以下、‘ 小泉 ’ と略す ]、pp.43 － 44 に
基づく。


























3	『西周全集』第 1巻（大久保利謙編、宗高書房、昭和 35 年）[ 以下、‘ 大久保 I’ と略す ]、
p.	19。なお書き下し文は、小泉 p.	46 による。
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4	 大久保 I	 p.	 23。書き下しは小泉 p.	 51 による。また諸学分類の表での表記は蓮沼 p.	
14 を参照した。


















































































































9	『西周全集』第 3巻（大久保利謙編、宗高書房、昭和 41 年）[ 以下、‘ 大久保 III’ と略
す ]、p.	4 参照。
10	 大久保 III	p.	5 参照。
11	 大久保 III	p.	23 参照。
12	 大久保 III	p.	8 参照。
13	 大久保 III	p.	10 参照。




























14	 大久保 III	p.	11 参照。
15	 大久保 III	pp.	12 － 13 参照。



























16	 大久保 III	p.	260 参照。
17	 大久保 III	p.	261 参照。
18	 同上。
19	 大久保 III	pp.	261 － 262 参照。
20	 大久保 III	p.	262 参照。
21	 同上。



























22	 コント実証哲学のこの欠落の指摘は、西も「人世三宝説」の冒頭で引く J.S. ミルによっ
て、西にほぼ 10 年先立つ 1865 年にすでに行われていた。J.	 S.	 Mill,	 August Comte 
and Positivism,	Ann	Arbor	Paperbacks,	Michigan	University	Press,	1973,	pp.	66-67
を参照。




























24	 大久保 I	pp.	515 － 516 参照。
25	 大久保 I	p.	544。



























27	 大久保 III	p.	262 参照。





































































33	 大久保 I	 p.	 515 参照。なお、ここでの議論が本当に西独自のものであるのか、問題
は残る。この時期、そしてこの時期以降、西はコントから離れると同時に、心理学
（広義の）に精力的に向かって行く。J.S. ミル（J.	S.	Mill）の Utilitarianism や J. ヘブ
ン（J.	Haven）の Mental Philosophy including Intellect, Sensibilities, and Will	、A. ベ







































37	 大久保 I	pp.	518 － 519 参照。
38	 大久保 I	p.	524 － 525。




























40	 この段落のここまでの議論については、大久保 I	p.	525 － 526 参照。
41	 大久保 I	p.	545 － 546。












































47	 大久保 I p.	546 を参照。生物学と社会学の間に心理学を置こうとするとき、歴史の	
進歩も生命の進化によって置き換えられていくということ、このことの説明はまた
別の機会に行っていきたい。
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<Résumé>
La nouvelle philosophie positive de Nishi Amane
-Comment lire son Traité des trois trésors de la vie ?-
ABIKO Shin
Nishi Amane qui a introduit la philosophie occidentale au Japon, a voulu 
y introduire, notamment, la philosophie positive d’Auguste Comte. Pourtant, 
Nishi a bien décelé dans le système comtien une lacune qui existe entre la 
phrénologie et la sociologie. D’après Nishi, la première est trop objective 
(matérielle) et la seconde trop subjective (spirituelle) pour qu’elles soient 
mises côte à côte dans la hiérarchie des sciences. Pour combler cette lacune, 
Nishi a essayé d’inaugurer une psychologie à travers son Traité des trois trésors 
de la vie. Dans l’article, nous nous proposons de lire analytiquement ce traité 
de Nishi, par ce biai.
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